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人口爆発 と 少子化 Ⅱ

川井 秀夫

世界人日の増加に相対して、今回は日本の少子化を考えてみる。

80年代、私がまだ現役世代の頃、よく結婚式に招かれスピーチを求められ、「子供は一人

でも多く生んで下さい」とエールを送つたものですが、私が今日を予測して言つた訳では

なく「夫婦和合」「先憂後楽」を考えての事でしたが・・・・。

私の思惑とはウラハラに、昨年 厚生省が 05年 人日の自然減を発表。人口減少社会の

到来が現実味を帯びてくる。出生率 1.29、 高齢化が進む中で死亡率は自然増となり、100

年後には 6500万人と半減する予測が伝えられている。 (下図参照)

中世史を見ても覇権大国であつたスペイン・イギリスの凋落は人口減少であり、経済大

国日本の国勢も悲観的にならぎるを得ない。政府はやや狼狽気味に児童手当の引き上げ、

出産手当の増額。企業は、託児所の増設、育児体暇、現場復帰の制度改革と付け焼刃とも

思える施策を打ち出しているが、日先の気体めとも思える。

18才から29才の意識調査の回答者の 70%が未婚者。育児はダサイ、出会いのチャンス

がない。既婚者においても将来にたいする経済負担から抑制意識が強い等々。

私は思う。

現代の若者が豊かな時代に育ち、リスクを求めないフリーター、ニー トに見られる自我

の突出、将来観の欠如、自己の生活をエンジョイしたいと言つた利己心.利他の心を失つ

た日本人社会の潤いの精神復活こそ、真の豊かさの様に思えてならない。若者をダメとは

切 り捨てたくはない。内面を磨き、謙虚さ、慎重さを兼ね備えた、創造する若者に頑張つ

て欲しい。

だが 100年後の日本の社会はどんな姿を見せているのだろう力ゝ 外国労働者が移入して、

アメリカ社会の様な多数民族になつているの力、はたまた、昨今の科学文明の発達により、

人間ロボットが街を聞歩 し、

人がロボットの子供の手を引

き、ロボットのパ ットを連れ

歩く姿が見られるのかも知れ

ない。これが新春の初夢だと

すれば、人間きりにも悲しい。
南無三。

次回は、社業から自然保護

を考えます。
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第 9回 近畿自然歩道・まほろばの路

「二上山を越 え、屯鶴峰への路」紀行

岩 田 利秋

寒中にもかかわ らず温かく天候にも恵まれた 1月 16日 、当麻寺駅には 17名 の

メンバーが集まつた。相撲会館前で ミーティングをし、営麻厭速之塚をみて相撲

談義をしつつ営麻寺境内へ。弓場 さんより塔の上部にある「九輪」が営麻寺の東

塔、西塔は 「人輪」 との説明に改めて数える。

営麻寺では 5月 14日 、二十五菩薩による来迎練供養が行われるが、その練供養

に昨年弓場 さんの介添で寺田さんが菩薩 となって来迎橋を渡 られた体験談 と写真

を見せていただき境内を賑わす。左甚五郎作 と伝わる「傘堂」を見学 Ц大池での

鴨等の観察をしつつ祐泉寺を経て登坂す る。急坂に汗ばみなが ら鶯の笹鳴きを聞

きつつ 「馬の背」に無事到着する。野鳥の歓迎をうけつつ雌岳から大和三山をは

じめ奈良盆地や大阪の展望を楽 しみつつ展望台の 日時計が正午を示すなか昼食 と

する。

ダイヤモン ドトレールを下 リー路屯鶴峰へ と向か う。

「ヤマノイモ」の蔓や 「ヤマコウバシ」「シャシャンボ」など植物観察を教 えて

もらいつつの歩行は楽 しくさすがは 「ネイチャーなら」の先輩 と敬服す る。

車に小 さくなつて石灰岩の世界にも私有地 と宅地開発が進んできている屯鶴峰

に到着する。

不安感 をもつて始めて参加 させていただいたが、周到な準備 と先輩の温かい包

容に感謝 し幹事のみなさんに感謝 します。

大伯皇女が弟の大津皇子の死を悼んで詠まれた万葉集より

「うつそみの 人なる我や明日よりは ふたかみ山を 弟世と我が見む」

第 9回 近畿 自然歩道・ まほろばの路 〈二上山を越え、屯鶴峰を訪ねる〉 行事報告

担当  弓場 Fi次

日 程 : 平成18年 1月 16日 (月) 快晴   気温11.4℃  (最低-1.4℃ )

コース : 近鉄営麻寺駅…。相撲館…。営麻寺…・傘堂…。大池 (野鳥)・ …二上山雌岳 (474m)
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1月 例会 新春講演会報告

恒例となりました学識者による、新春講演会が下記の通り実施されました。

日 時  1月 21日 (土)曇 り 低温

川井 秀夫

場 所  奈良公園から国際奈良学セ ミナーハウス

講 師  農学博士 横田 岳人

テ~マ  森林を維持するメカニズム

参加者  28名 (記帳順)

川井・大石・寺田・三岡・岩田・小山・阿部・林・古川・堀川・樋日・斉藤

西・小森 。小嶺・小田 (進・久)・ 市村 (米・陽)・ 前木・豊島・柳原 0松浦

概 況  前日の積雪予報により心配されましたが、遠来の方、初参加の方にご参集頂き

有難 う御座いました。

先生のご配慮でスケジュールを変更し、寒気の厳しい屋外での観察を短縮し屋

内での講演を二部構成で実施。

0 奈良公園ではナンキンハゼの生態系撹乱の現状、マツの特性、サイカチ、ム

クロジの観察、鹿の生態等について観

・ シベリアタイガの現地調査を永久凍土、イルツーツクの都市化の現状をパワ

ーポイントで解りやすく説明を受ける。

・ 午後はメインテーマを熱弁。学理論を平易に解説り土壌の変化、植物の代謝

作用等、C02のりF出・固定について言及。若さに溢れた講演に拍手。

午後 3時終了。先生のこれからのご活躍を祈念して散会。

新春講演会報告

日時 :1月 21日     場 所 :国際奈良学セミナーハウス

直前まで天気予報に振り回され、一時は開催すら危ぶんだことでした。しかし当日は寒

い中にも晴れとなり本当に安心したものでした。数名?と も危惧していた午前中の観察会も

19名 の参加、会員諸氏の意識の高さを証明しました。ご褒美は横田先生の特別講義「極

北シベリヤの調査旅行」のお話でした。寒さもあり1持間ほどで観察会を切 り上げセミナ

ーハウスに入り、先生の調査時の写真を中心とした凍土における森林状況などを説明して

いただきました。ここにも地球温暖化の影響があリツンドラ地帯が溶け出していたり、厳

しい環境に耐えるカラマツの疎林の様子、森林火災の様子など興味ぶかい話ばかりでした。

午後は、 1時よりの参加者 4名 を加え、たつぷり2時間余「森林を維持するメカニズム」

と題しての講演を濃密に語つていただきました。“森林の生産性～光合成"の大切さは、

地球上のすべてのものが生み出されてゆく根源であるからなのでしよう。森林は、動植物

がバランスよく共存していることが求められ、そういつた状態で維持されることが私たち

人類の生存にも欠かせないと強く感じました。PM3:30散 会   (阿部和生)
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小田 久美子

伊勢物語の作者在原業平が武蔵の国に下り、隅田川で「自き鳥の嘴と脚と赤き、鴫の大

きさなる、水のうへに遊びつ 魚ゝをくふ」のを眼にして 【名にし負はば いざ事とはむみや

こどり わが思ふ人はありやなしやと】と詠んだあまりにも有名な歌の中の F都鳥」はこの

ユリカモメのことだと云われています。まだ見たことのないこの美しい鳥はなんというの

かと漁師に尋ねると「みやこどり」だと答えられ都人の業平は大層驚いたそうです。歌の

前の説明のとおり名実ともに優雅な鳥で「東京都の鳥」になつた中型のカモメです。 日

本には冬鳥として 10月 頃から姿が見られ春には黒い頭巾を被つての北帰行です。京都の鴨

川に姿を見せるようになつたのは 1974年 1月 からのことだそうで、今や都の冬の風物詩と

なりました。鴨りllが きれいになリエサとなる魚も多くなりましたが、パンを持つて来る人

たちをも日当てにネグラの琵琶湖から毎日通勤し

ています。夕方にはタカ柱のように空に舞い

上がリグルグル旋回しながら仲間を待ち、

又舞い降りるなどを繰 り返し、誰かが合

図するかのように一団一斉に琵琶湖を目

指して山を越えて帰つて行くのだそうで __

す。 一度その光景を見たいものだと    __
思つているのですが、優良主婦 (?)は

なかなかその時間には立ち会うことが叶

いません6

/.

物 1観斜

★

★

★

1月 10日俳句の吟行会で枚方市の音原天満宮を訪ねました。何と何と F天台鳥薬」の

群生に出会いました。昨年当会のまほろばシリーズで吉野西阿田町の阿田明神社の石段

脇に一本の自生の本を見て感動 したのを思い出しました。

クスノキ科の常緑低木で、葉は精円形、先が尖り、三行脈がくつきり、葉にはあまり芳

香はありませんが、根塊は芳香が強く健胃薬に使われます。中国浙江省天台山の原産で、

大阪では池田にある位で希少種です。学研都市線長尾駅から徒歩 5分。興味のある方は

お出かけ下さい。

1/2～3斑鳩町神南の大本にシメ 1羽。 8日 竜田月にシメ 3羽。

今年は余 り見かけないシメを見て。 14日 イカル 1羽初見。

6自 三室山神社の境内に自鳩の羽がいつぱい落ちていました。そこにリングをはめた

1本の足もありました。 12月 にチョウゲンボウには鳩は無理と書いたのですが訂正

しなければ・ `=,チ ョウゲンボウしか考えられません。

22日 チョウゲンボウ2羽が鳩の群れを追い回していました。

(川井)

(勝 田)

(勝田)

(勝 田)

ユリカモメ
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